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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
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【
作
者
名
】

　
阿
僧
祇

【
あ
ら
す
じ
】

　
予
算
獲
得
の
条
件
と
し
て
、
男
子
と
の
団
体
戦
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
女
子
柔
道
部
。
体
力
差
を
埋
め
る
た
め
、
真
奈
た
ち
の
考
え
た
卑
怯
な
必

殺
技
が
炸
裂
し
ま
く
る
！
　
は
た
し
て
勝
負
の
行
方
は
…
…
。
　
／
　
１
２
ｐ

を
想
定
し
た
漫
画
脚
本
の
形
式
で
す
。
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（
前
書
き
）

■　
短
編
の
柔
道
物
。
１
２
ペ
ー
ジ
で
３
組
の
試
合
を
描
く
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

作
品
で
す
（
笑
）
。
た

だ
し
男
が
主
役
だ
と
暑
苦
し
く
な
る
の
で
、
例
に
よ
っ
て
女
子
柔
道
物
を
考
え

ま
し
た
。
す
る
と

筆
が
滑
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
青
春
物
で
は
な
く
お
色
気
ド
タ
バ
タ
に
…
…
（
笑
）
。

な
お
登
場
す
る

「
必
殺
技
」
の
う
ち
前
二
者
は
、
作
者
の
考
案
で
は
な
く
過
去
に
一
応
実
在
し

た
も
の
で
す
。
（
汗
）

■
あ
ら
す
じ

　
予
算
獲
得
の
条
件
と
し
て
、
男
子
と
の
団
体
戦
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
女
子
柔
道
部
。

体
力
差
を
埋
め
る
た
め
、
真
奈
た
ち
の
考
え
た
卑
怯
な
必
殺
技
が
炸
裂
し
ま
く

る
！
　
は
た
し
て

勝
負
の
行
方
は
…
…
。

■
人
物

真
奈
：
山
下
真
奈
。
女
子
柔
道
部
主
将
。
激
し
易
く
、
短
絡
的
か
つ
直
線
的
な

性
格
。

優
希
：
富
田
優
希
。
女
子
柔
道
部
員
。
長
身
で
不
必
要
に
色
っ
ぽ
い
女
子
。

春
香
：
西
郷
春
香
。
女
子
柔
道
部
員
。
小
柄
で
茫
洋
と
し
た
雰
囲
気
の
女
子
。

生
徒
会
長
：
く
そ
真
面
目
っ
ぽ
い
、
ス
ト
レ
ー
ト
髪
に
メ
ガ
ネ
の
お
姉
様
。

司
：
渋
川
司
。
少
年
漫
画
の
主
人
公
タ
イ
プ
で
男
子
柔
道
部
主
将
。
心
の
底
で

は
、
真
奈
の
こ
と
を
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心
配
し
て
く
れ
て
る
ら
し
い
。

夏
樹
：
磯
夏
樹
。
男
子
柔
道
部
員
。
す
ば
し
こ
い
タ
イ
プ
の
男
子
。

高
志
：
高
木
高
志
。
男
子
柔
道
部
員
。
力
持
ち
っ
ぽ
い
外
見
の
男
子
。

主
審
：
男
子
柔
道
部
員
。
驚
い
た
り
焦
っ
た
り
し
て
も
、
役
目
は
し
っ
か
り
果

た
す
男
子
。
（
笑
）
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［
１
］

　
　
扉
絵
。

Ｔ
「
Ｌ
ｅ
ｔ
'

ｓ
　
女
子
じ
ゅ
ー
ど
ー
部
っ
 

－
☆
」

［
２
］

　
　
○
生
徒
会
室

真
奈
「
納
得
で
き
ま
せ
ん
！
」

　
　
デ
ス
ク
に
掌
を
叩
き
付
け
て
、
絶
叫
す
る
真
奈
。

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
女
子
柔
道
部
部
長
　
山
下
真
奈
」

や
ま
し
た
・
ま
な

　
　
生
徒
会
長
は
、
メ
ガ
ネ
を
な
お
し
な
が
ら
落
ち
着
き
払
っ
て
、

生
徒
会
長
「
女
子
柔
道
部
は
実
績
も
ほ
と
ん
ど
無
い
で
し
ょ
。
請
求
は
飲
め
な

い
わ
」

真
奈
「
で
も
こ
ん
な
少
な
い
予
算
、
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
！
」

生
徒
会
長
「
な
ら
実
績
を
示
す
こ
と
ね
」

　
　
真
奈
、
不
満
そ
う
。

［
３
］

真
奈
「
し
ば
ら
く
大
会
は
無
い
し
…
…
練
習
試
合
く
ら
い
し
か
」

　
　
生
徒
会
長
、
馬
鹿
に
す
る
よ
う
に

生
徒
会
長
「
そ
ん
な
も
の
実
績
の
う
ち
に
入
り
ま
す
か
。
せ
め
て
、
男
子
柔
道

部
と
団
体
戦
を
や
っ
て

　
勝
つ
く
ら
い
の
…
…
」

　
　
真
奈
、
勢
い
よ
く
身
を
乗
り
出
し
て

真
奈
「
！
」
「
男
子
に
勝
て
ば
予
算
を
認
め
て
も
ら
え
る
ん
で
す
ね
！
」
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生
徒
会
長
「
え
…
…
え
え
、
ま
あ
」
（
汗
）

　
　
勢
い
に
押
さ
れ
て
し
ま
っ
て
る
生
徒
会
長
。

　
○
女
子
柔
道
部
部
室

真
奈
「
と
い
う
わ
け
で
」
「
男
子
と
３
ｖ
ｓ
３
の
団
体
戦
を
や
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」

　
　
優
希
、
手
を
挙
げ
て

優
希
「
ぶ
ち
ょ
ー
」

［
４
］

優
希
「
ふ
つ
う
負
け
る
と
思
い
ま
す
」

春
香
「
体
力
差
あ
る
も
ん
ね
」

真
奈
「
で
も
っ
！
　
「
柔
能
く
剛
を
制
す
」
っ
て
！
」

書
き
文
字
：
桃
山
時
代
の
達
人
・
関
口
柔
心
も

春
香
「
近
代
の
ス
ポ
ー
ツ
柔
道
は
あ
き
ら
か
に
体
力
勝
負
だ
よ
？
」

真
奈
「
う
っ
…
…
」

　
　
困
っ
て
し
ま
う
真
奈
。

優
希
「
…
…
ま
、
戦
術
、
思
い
付
か
な
い
こ
と
も
な
い
け
ど
」

真
奈
「
何
か
策
が
あ
る
の
！
？
」

優
希
「
弱
い
者
が
強
い
者
に
勝
て
て
こ
そ
「
武
道
」
で
し
ょ
♪
」

　
　
優
希
、
ニ
ヤ
リ
と
不
気
味
に
笑
む
。

　
○
柔
道
場

　
　
す
で
に
柔
道
着
姿
の
一
同
。

司
「
本
当
に
や
る
の
、
山
下
？
」

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
男
子
柔
道
部
部
長
　
渋
川
司
」

し
ぶ
か
わ
・
つ
か
さ

真
奈
「
他
に
選
択
肢
な
い
も
ん
」

［
５
］

　
　
司
、
背
を
向
け
な
が
ら
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司
「
言
っ
と
く
が
、
ど
ん
な
事
情
が
あ
ろ
う
と
勝
負
は
勝
負
。
手
を
抜
い
た
り

は
し
な
い
か
ら
な
？
」

　
　
真
奈
、
拳
を
見
せ
て

真
奈
「
い
い
わ
よ
、
渋
川
。
ガ
ン
チ
コ
で
い
き
ま
し
ょ
う
」

　
○
コ
ー
ト

　
　
試
合
開
始
。

主
審
「
赤
、
女
子
柔
道
部
・
西
郷
春
香
！
　
白
、
男
子
柔
道
部
・
高
木
高
志
！
」

「
勝
負
一
本
、

　
は
じ
め
！
」

　
　
春
香
、
異
様
に
汚
れ
た
道
着
を
着
て
い
る
。
（
伏
線
）

　
○
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
生
徒
会
長
も
観
戦
し
て
い
る
。

　
○
コ
ー
ト

高
志
「
う
っ
！
？
」

　
　
ぷ
～
ん
、
と
、
二
人
の
周
囲
に
漂
っ
て
る
臭
気
。

高
志
「
な
、
な
ん
だ
こ
の
気
持
ち
悪
い
す
っ
ぱ
い
ニ
オ
イ
は
！
」

春
香
「
へ
へ
へ
…
…
こ
の
道
着
、
４
ヶ
月
ほ
ど
洗
っ
て
な
い
の
」

［
６
］

　
　
春
香
は
に
じ
り
よ
り
、
高
志
は
鼻
を
押
さ
え
て
あ
と
じ
さ
る

高
志
（
苦
悶
の
表
情
）
「
汚
い
ぞ
！
」

春
香
「
そ
り
ゃ
あ
、
洗
っ
て
な
い
わ
け
だ
し
」

高
志
「
そ
、
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
く
て
…
…
う
う
っ
、
さ
、
触
る
な
っ
！
」

　
　
春
香
、
と
び
か
か
ろ
う
と
威
嚇
。

春
香
「
う
り
ゃ
あ
あ
っ
」

高
志
「
う
ぎ
ゃ
あ
っ
！
」

　
　
高
志
、
逃
げ
よ
う
と
し
て
け
つ
ま
づ
き
転
ん
で
し
ま
う
。
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主
審
の
声
「
勝
負
ア
リ
！
　
一
本
」

　
○
選
手
席

真
奈
（
汗
だ
く
で
引
き
つ
り
笑
い
）
「
な
、
な
に
あ
れ
…
…
」

優
希
「
こ
れ
ぞ
、
触
れ
ず
に
勝
つ
伝
説
の
必
殺
技
「
臭
気
道
」
♪
」

し
ゅ
う
き
ど
う

　
○
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
顔
が
ひ
き
つ
っ
て
る
生
徒
会
長
。

［
７
］

　
　
○
コ
ー
ト

主
審
「
赤
、
女
子
柔
道
部
・
富
田
優
希
！
　
白
、
男
子
柔
道
部
・
磯
夏
樹
！
」

　
　
袖
と
襟
を
掴
み
な
が
ら
動
く
二
人
。

　
　
優
希
、
わ
ざ
と
胸
元
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
ち
ら
ち
ら
見
せ
て
る
。
（
伏
線
）

　
　
夏
樹
、
つ
い
つ
い
視
線
が
優
希
の
胸
元
に
。

優
希
「
よ
っ
！
」

　
　
優
希
、
夏
樹
の
足
を
内
側
か
ら
刈
り
夏
樹
は
転
倒
。

夏
樹
「
大
内
刈
り
！
？
」

主
審
の
声
「
有
効
！
」

［
８
］

　
○
選
手
席

真
奈
「
や
っ
た
、
優
希
♪
」

春
香
「
い
や
、
恐
い
の
は
こ
れ
か
ら
だ
っ
て
」
（
引
き
つ
り
笑
い
）

　
○
コ
ー
ト

主
審
の
声
「
押
さ
え
込
…
…
」

　
　
縦
四
方
固
め
の
状
態
に
入
っ
て
る
。

声
「
！
？
」
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下
に
な
っ
て
る
夏
樹
、
顔
面
に
…
…

夏
樹
「
む
ぐ
っ
！
？
」

夏
樹
（
心
の
声
）
「
む
っ
、
胸
が
！
？
」

　
　
優
希
、
夏
樹
の
顔
に
胸
を
押
し
付
け
、
頭
を
抱
き
し
め
て
、
舌
な
め
ず
り
。

優
希
「
さ
あ
、
天
国
と
地
獄
を
同
時
に
味
わ
い
な
さ
い
！
」

［
９
］

　
　
夏
樹
、
頭
を
抱
え
込
ま
れ
て
も
が
い
て
る
。

夏
樹
「
も
が
が
～
～
～
っ
！
」

夏
樹
（
心
の
声
）
「
う
わ
ー
っ
！
　
息
が
で
き
な
い
っ
、
で
も
女
子
だ
か
ら
気

色
い
い
っ
！
」

　
　
優
希
、
狂
気
的
な
笑
い
を
浮
か
べ
て
抑
え
こ
み
つ
づ
け
る
。

　
○
選
手
席

主
審
の
声
「
白
、
イ
き
…
…
も
と
い
、
落
ち
ま
し
た
。
勝
負
ア
リ
！
」

　
　
真
奈
、
頭
を
抑
え
て
る
。

春
香
「
「
愛
の
必
殺
技
・
捕
乳
締
め
」
っ
て
言
う
ん
だ
っ
て
」

ほ
に
ゅ
う

　
○
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
真
っ
青
に
な
っ
て
固
ま
っ
て
る
生
徒
会
長
。

［
１
０
］

司
「
お
前
ら
…
…
ほ
ん
と
に
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
な
」
（
汗
）

真
奈
（
半
泣
き
）
「
し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
！
　
フ
ェ
ア
な
勝
負
じ
ゃ
ア
ン
フ

ェ
ア
な
ん
だ
か
ら
！
」

主
審
の
声
「
赤
、
女
子
柔
道
部
・
山
下
真
奈
！
　
白
、
男
子
柔
道
部
・
渋
川
司

！
　
は
じ
め
！
」

　
　
司
、
真
剣
な
表
情
で
身
構
え
て

司
「
だ
が
、
俺
も
県
大
会
３
位
「
横
四
方
の
渋
川
」
…
…
あ
の
程
度
の
奇
襲
は

通
用
し
な
い
ぞ
！
」
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真
奈
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
な
ぜ
か
辛
そ
う
。

真
奈
「
う
う
っ
…
…
や
ら
な
い
と
だ
め
な
の
？
」

　
○
選
手
席

　
　
手
に
汗
を
握
っ
て
る
優
希
と
春
香
。

優
希
「
今
よ
真
奈
！
」

春
香
「
必
殺
！
」

［
１
１
］

　
○
コ
ー
ト

　
　
目
を
つ
ぶ
っ
て
思
い
切
っ
た
表
情
の
真
奈
の
、
帯
が
と
け
股
下
の
紐
が
切

ズ
ボ
ン

れ
、

　
　
前
を
は
だ
け
て
股
下
が
落
ち
、
下
着
が
丸
見
え
の
姿
に
。
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
は

着
て
な
い
）

声
「
究
極
の
奇
襲
技
、
「
裸
締
め
」
な
ら
ぬ
「
裸
攻
め
」
！
」

声
「
ー
ー
ー
っ
！
！
」

　
　
司
、
ぶ
っ
た
ま
げ
て
鼻
血
を
噴
く
。

［
１
２
］

主
審
「
白
の
試
合
放
棄
。
勝
負
ア
リ
！
」

　
　
真
奈
は
ぺ
た
ん
と
座
り
込
ん
で
し
ま
い
、
前
を
お
さ
え
て
号
泣
す
る
。

真
奈
「
な
ん
て
作
戦
よ
、
も
～
っ
！
」
「
渋
川
、
責
任
と
っ
て
ケ
ッ
コ
ン
だ
か

ん
ね
！
！
」

　
　
司
は
返
事
も
で
き
ず
、
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
。

　
○
ギ
ャ
ラ
リ
ー

真
奈
「
で
も
一
応
、
全
勝
し
ま
し
た
」

生
徒
会
長
「
認
め
る
か
、
そ
ん
な
も
ん
！
！
＃
」

　
　
生
徒
会
長
、
ハ
リ
セ
ン
で
真
奈
の
頭
を
ひ
っ
ぱ
た
く
。
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［
お
し
ま
い
☆
］
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Let's 女子じゅーどー部っ　－☆
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